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真3大村市大村駅付近

　この急激な増水により停電中の全市内では阿鼻叫喚の大惨事が発生し，同署でも危険に直面した階下の署員を

緊急に救出すべく懐中電燈の照明をたよりに，急流に流されぬよう手を握り合った階段口の署員から行政室の柱

につかまった島巡査に警杖（長さ1．3m）が渡された。

　かくて署長以下11名と記者3名はつぎつぎに行政室の窓に昇り島巡査が左手に持つ警杖に足をかけ濁流の上を

階段口に飛び，かろうじて救出された。その後同署の浸水は3m20に達している。

【写真説明】　　　　（長崎日日新聞社提供）

　　　　　　　取残された署員の救出

諫早警察署では裏口より浸水した濁流が25日22時15分

より15分間に廊下面より15m急上昇し，その水勢は行

政室から幅1・7mの廊下を横切って階段口に行けぬほ

どの急流であった。


